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多くの参加者を集めた講演会
＝12月7日，事務局大会議室で

産学連携の促進を目指して

特別講演会 トップニュ
ース　　T

op  News

12月7日，文部省学術国際局研究助成課の山田道夫研究協力室長を招いて特別

講演会「産業界との研究協力がなぜ叫ばれるのか」が開催され，学内の教官・

事務官を中心に約100人が聴講した。

山田室長は，まず「民間等との共同研究」，「受託研究」，「奨学寄附金」など

の制度の現状を説明した後，平成10年8月に施行された「大学等における技術に

関する研究成果の民間事業者への移転の促進に関する法律」や平成11年度に新

設予定の科学研究費補助金「地域連携推進研究費」について，その趣旨や制度

の概要にも触れた。講演の後には，活発な質疑応答が行われた。

講演する山田室長
＝同上

活発に行われた質疑応答
＝同上



12月1日，事務局大会議室で「学外有識者

との懇談会」（通算6回目）が開催された。

今回は，「これからの金沢大学に期待する

もの」――大学と地域社会とのかかわり及

び特色のある大学づくりについて――をテ

ーマに，県内の国の機関の代表者等8名を招

いて，社会との交流・連携の推進などにつ

いて，活発に意見が交された。
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巻頭言・12月のビッグニュース Foreword・Big  News

様々な意見が出た懇談会の模様
＝12月1日，事務局大会議室で

今年は，『己卯
つちのとう　

』の年。“己”は五行を兄
え

と
弟
と

に分けた十干の一つ「土の弟
と

」の意。また，
“卯”は言わずと知れた「うさぎ」のこと。
これにあやかって，本学が大地に根ざしてた
くましく歩み，そして，大いなる飛躍をする
一年になればと切に願う。
いま，国立大学は非常に厳しい環境におか
れている。国立大学の独立法人化の問題は，
政府方針の決定が先送りとはなったものの，
一安心するいとまはない。もちろん本学も，
“国立”でなくなれば大学の自主的な教育研
究活動が保障されない懸念から，いち早く反
対を表明している。しかし，今後の大学改革
の推進が国立大学の存亡を左右しかねない状
況にある。
大学審議会は，文部大臣の諮問を受けて，
昨年10月に「21世紀の大学像と今後の改革方
策について」の答申を行った。副題が「競争
的環境の中で個性が輝く大学」である。これ
は，個性の伸びない大学へは資源配分も伸び
ないことを意味する。ある新聞の言葉を借り

れば，「護送船団方式はやめ，脱落していく
大学は見放す」である。ということは，金沢
大学が“金沢大学らしさ”を持てば，道は開
ける。まず，“金沢大学らしさ”をどう共通
認識するかである。「金沢大学はどんな大学
か」と聞かれて，パッと「こんな大学です」
と誇りをもって言えるようでなければならな
い。「個性が輝く」とは，そんなことであろ
う。
平成11年。5月には創立50周年を迎える。

関係委員会のお力で次第に盛り上がりを見せ
ているが，その時だけのお祭りで終わらせて
はならない。一つの区切りとしてこれをとら
え，この機会に50年後，100年後の金沢大学
の在り方を大胆にデザインし，伸ばすべき特
徴を大いに伸ばすための“戦略”を展開しな
くてはいけない。「理念」づくり，「目標」づ
くり，「基礎」づくりの年としてほしい。
健康であること，楽しく仕事をすることが，
そのための肥しになることを忘れないで…
…。

学長　岡田　晃

『己卯』の年を迎えて

巻頭
言

＝同上

今年度初の
「平成10年度学外有識者との懇談会（第1回）」を開く
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12月のビッグニュース Big  News

第31号　1999.1

懇談会での楽しげな1コマ
＝同左

岡田晃学長主催の「金沢大学留学生懇談会」が，12月10日，

市内のホテルを会場として盛大に催された。同懇談会には，

外国人留学生のほかホストファミリーや関係教職員など約360

人が集まり，留学生による自国の歌や踊り，本学学生サーク

ル「吹奏楽団」のトロンボーン四重奏，ボランティアたちに

よる民謡舞踊などが披露され，活発な交流が行われた。

民族衣装に身を包んだ留学生
＝12月10日，KKRホテル金沢（金沢市大手町）で

教育学部附属教育実践総合センター
医学部附属病院周産母子センター　 の新設などが認められる

平成11年度政府予算（案）内示

12月24日，平成11年度政府予算案が文部省から内示され，

本学関係では，教育学部附属教育実践総合センターや医

学部附属病院周産母子センターの新設などが認められた。

内示の概要などは次のとおりである。

●大 学 院

留学生受入に伴う教官の増（自然） 講師　1
●大　　学

第3年次定員改訂（理学） 入学定員　10
共　通 収容定員　20 教授　1

入学定員の改訂（医学） 入学定員　△5 平成13年4月　第3年次編入学定員5
医学科 収容定員　△30 収容定員20

臨時増募の廃止（工学） 教授△1（経・一般教育担当），
助教授△1（工・一般教育担当）

土木建設工学科等 入学定員　△30
教育実践総合センターの新設（教育） △1 △2

教授　2, 助教授　2, 客員（Ⅰ種）1
アイソトープ総合センターの整備 助教授　1, 助手△1
流動研究部門への定員振替（工学） 助教授△1

電気・情報工学科 東京大学大規模集積システム設計教育研究センター
への定員振替

事務組織の見直しによる合理化減 一般職員△2
※その他, 学年進行分の教官増，臨時増募の廃止（8年度～10年度分）に係る教官の
減などがある。

●大学附属病院

周産母子センターの新設（医病） △1 △3 △1 △16
助教授　1，講師　1，助手　2，技官　1，看護婦　16

総合診療部の整備（医病） 講師　1
看護職員の増（医病） 看護婦　1
病院特別医療機械整備費 レーザー治療システム

放射線治療システム
手術用顕微鏡システム
分娩母体監視システム（以上医病）

教育実践研究指導センター

（教育実践研究指導部門）

○教育工学研究領域（教授）
・教育情報カリキュラム研究
・映像教育カリキュラム研究

○教育実践研究領域（助教授）
・教育メディアの開発研究
・教育メディアの利用研究

教
育
実
践
部
門

教
育
臨
床
部
門

「メディア社会」，「心の教育」に係る社会
的要請に応えるため改組・転換
・新しい教育メディアの開発・利用研究
・遠隔学習システムの開発研究
・新しい教育課題に関する教育実践・研
究等の指導・助言（教育課題相談室の
設置）

・「いじめ」，「不登校」など学校不適応
の事例研究

・教師のメンタルヘルスに関する研究
・児童生徒の「心の問題」で悩む教員・
保護者に対する指導・助言（心の問題
相談室の設置）

・不適応児学習カリキュラムの開発研究
・不適応児学習支援システムの開発研究
などの新しい教育研究分野を取り込む。

石川県内　学校・教育委員会 石川県内　学校・教育委員会

教育学部附属教育実践総合センターの新設の概要

医学部附属病院周産母子センターの新設の概要

社会的にも注目されて
いる周産期（胎児から
出産・新生児期まで）
における医学管理，治
療を一体化し，総合的
に一貫した高度な医療
を行い得る体制の確立
を図る。

平成11年度政府予算（案）内示の概要
（教育学部附属教育実践総合センター，医学部附属病院周産母子センターの概要は右掲）

（教育実践研究指導センターの転換）

（分娩部の改組）
（平成11年度）（平成10年度）

（平成11年度）（平成10年度）

分　娩　部 周産母子センター

○早期妊娠，周産期の母性及び胎
児の診断・治療
○分娩期の母性及び胎児管理
○正常新生児の管理
＊運営病床　3床

（産科婦人科病床を使用）

☆胎児・母性診断部

☆生殖医学診断部

☆新生児・乳幼児診療部

☆周産期医療情報・教育部

運営病床：19床

（3床　新生児特定集中治療室）

○協力診療科

・産　科　婦　人　科

・小　　　児　　　科

・第 　 一 　 外 　 科

・第 　 二 　 外 　 科

・眼　　　　　　　科

・脳　神　経　外　科

・集　中　治　療　部

（診療科等）

各診療科で個別に関連する疾病の
診断・治療等を実施

・産　科　婦　人　科
・小　　　児　　　科
・第 　 一 　 外 　 科
・第 　 二 　 外 　 科
・眼　　　　　　　科
・脳　神　経　外　科
・集　中　治　療　部

問題研究相談領域
（教授）（客員教授）

学習支援研究実践領域
（助教授）

実践研究指導領域
（教授）

メディア研究開発領域
（助教授）

「金沢大学留学生懇談会」に約360人が参加

教育実践総合センター
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12月の動き Movement

大学側からの説明を行う金子教育学部長
＝12月1日，石川厚生年金会館（金沢市石引）で

講演中の内田忠平
ただひら

教授（大学教育開放センター）
＝12月4日，KKRホテル金沢（金沢市大手町）で

教育学部は，12月1日，石川県・金沢市教育委員会と懇談会を開

催した。

この懇談会は，学生の教育実習，大学院を利用しての現職教員の

再教育及び附属学校園の人事交流などを話題に定期的に開催してい

るものである。今回は，石川県・金沢市の教育委員会から7名が，

教育学部からは金子劭榮
しょうえい

学部長のほか教育実習推進委員や各附属学

校園長らが出席して，教育学部改組計画や教員採用の現況等につい

て活発に意見交換が行われた。

教育�
 学部�

12月4日，市内のホテルを会場に，石川県下の文部省4機関に勤め

る45歳以上の教職員を対象とした「平成10年度生涯生活設計セミナ

ー」が開催された。

今回は，「生涯生活設計セミナーについて」，「めざせ!すまいづく

りの達人」，「生涯学習と生きがい」，「心の健康」の四つの講演があ

り，集まった約80人の参加者は，真剣な表情で受講していた。

「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く「金沢大学教育学部講演会」（第2回）を開く
“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに“新しい時代の教員養成”をテーマに

「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催「生涯生活設計セミナー」を開催
退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう退職後を楽しく過ごそう

石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催石川県・金沢市教育委員会との懇談会を開催

本年度第2回目の金沢大学教育学部特別講演会が，12月3日，教育

職員養成審議会大学院等特別委員会委員であり，日本教育大学協会

においても指導的な役割を果たしている加藤章上越教育大学長を迎

えて，同学部で開催された。

今回の講演は，新しい教員養成の在り方，大学院修士課程を活用

した現職教員研修の在り方等についての話題を中心に進められた。

また，大学審議会答申「21世紀の大学像と今後の改革方策について」

も念入りに説明され，参加者の関心を引いた。

講演終了後の質疑応答
＝12月3日，教育学部で
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12月の動き Movement
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思い思いのホームページづくりにチャレンジした研修
＝12月15日，総合情報処理センターで

12月の研修スナップ

●平成10年度ホームページ研修
期　日：12月1日～24日（期間中延べ5日）
受講者：ホームページ実務担当（予定）者　21名
場　所：総合情報処理センター

危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ危険薬品の取扱いを学ぶ
このたび発足した総合教育棟環境保全委員

会が12月4日，施設を利用する教職員・学生に

環境保全の意識を高めてもらおうと，「危険薬

品及び廃液の取扱いに関する講習会」を開催

した。講習会では，環境保全センターの道上

義正助手が約50人の教職員・学生を前に危険薬

品や廃液の処理方法などを分かりやすく説明

した。

“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う“語学研修修了式”を行う

熱心に説明を聞く教職員ら
＝12月4日，総合教育棟で

修了証書を受け取る研修修了者
＝12月25日，事務局第4会議室で

教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が教職員・学生が

12月25日，事務局第4会議室で，「平成10年度語学要員養

成研修修了証書授与式（英語初級コースⅢ及び中級コー

ス）」が行われ，吉田真言庶務部長から修了者6名に修了

証書が手渡された。

研修は受講者のレベルに応じて，学内外で約半年をか

けて行われ，修了者の今後の活躍が期待される。
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サンタやトナカイと一緒に歌を歌う子供たち
＝12月23日，長田町児童会館（金沢市長田）

クリスマス直前の12月23日，学生サークルの児

童文化部（部員44人）が劇「サンタさんありがとう」

を公演した。場所は長田町児童会館で，集まった

子供たちは長田町の児童を中心に約100人。

この劇は，部員の創作によるもので，サンタさ

んとトナカイさんの大の仲良しの“くまさん”が，

男の子“くんちゃん”のもとにクリスマスプレゼ

ントとして行ってしまうお話。

子供たちにとっては，この日の劇・歌・ゲーム

が何よりのクリスマスプレゼントとなった。

現代，人間の生活はコンピュータなしでは考え

られない。それは大学における教育研究にとって

も同じである。

本学では，昭和37年度に3千3百万円の予算措置

を受けて，全学組織の「電子計算機室」を理学部

に設置したのがはじまり。昭和46年，小立野キャ

ンパスに新建物が竣工し，総額1億4千万円の新鋭

電算機1台を導入。名称を「計算機センター」と改

称した。以来，学内における科学技術計算の中心

としての役割を果たしてきた。当時の1億4千万円

は，小売り消費者物価指数で換算すると現在の約4

億2千万円。今の総合情報処理センターの機器レン

タル料が年間約1億5千万円であることと比較して

も，いかに高額かがうかがえる。

同センター完成の祝賀会で，中川善之助学長は

「コンピュータは非常にたくさんのことを覚えさせ

ると，いつまでも記憶している“愚直”な機械と

聞く。新鋭のこの愚直な機械と，人間の優れた思

昭和40年代後半�

50年史編纂室収集資料から�▲
�

▲
�

（その6）高額コンピュータの導入

関連の写真もう１枚を
裏表紙にカラーで紹介

1台が1億4千万円――
新鋭電算機導入　昭和46年

コンピュータのスイッチを入れる中川学長（北国新聞：46．4．9朝刊から）

考とのコンビネーションが立派な成果をあげるこ

とを期待する。」とあいさつした。
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編 集 後 記

近年，産学官連携という言葉が新聞等の紙面を飾るこ

とが多い。産学官の連携というのは，「社会の現実から

学び，学んだ成果を社会に還元する」ということである。

本学でも，文部省学術国際局研究助成課の山田研究協

力室長を招き，特別講演会「産学連携の促進を目指して」

を開催したところ，参加予定をはるかに超える多くの教

職員の参加をいただいた。

大学や産業界では，技術移転を含め，産学官の連携・

協力の新しい形態が生まれつつある。このように，国立

大学も毎日がめまぐるしく変化していく今日，今後も機

会を見てこのような講演会を計画していきたい。

1999年度の政府予算も昨年12月25日にまとまり，厳し

い年になることも予想される。しかし，今年は創立50周

年記念行事も盛沢山予定されており，少なくとも「アカ

ンサス　ニュース」では，明るい話題を数多く提供でき

る年になればと願う次第である。 （山崎）

第31号　1999.1

医学部附属病院の市村藤雄教授（薬剤部長）は，このほど，日本薬学会から

「平成11年度教育賞」の，日本薬剤学会から「平成11年度医療薬剤学功績賞」

の受賞者に選出された。

“教育賞”は，同教授が全国に先駆けて，医療薬学系大学院の必須条件

である臨床実務実習を確立したことや，教育に必要な教材を広く提供した

ことなどから医療薬学教育の発展に大いに貢献したことが認められたもの

であり，“医療薬剤学功績賞”は，同教授が長年研究してきた医薬品の安定

性や体内動態，医薬品適正使用のための薬物治療モニタリング，遺伝子製

剤開発等の一連の研究業績が認められたものである。

市村藤雄教授（病）が2つの快挙

このたび受賞が決まった市村藤雄教授

平成10年度

“職員スポーツ大会”表彰式を行う
毎年恒例となっている職員スポーツ大会の表彰式が12月25日，事

務局大会議室で行われた。ソフトボールがあいにくの天候不順に

より中止となった本大会は，卓球・硬式テニス・ボウリングの3種

目のみの実施となったが，各入賞チームと入賞者は，うれしそう

に賞状と副賞を受け取った。

訃
ふ

報
12月，現職お一人がお亡くなりになり

ました。ここに御報告するとともに，謹

んで御冥福をお祈り申し上げます。

水上　稔　氏
（医学部保健学科教授）

12月22日逝去
享年64歳

硬式テニス優勝の表彰を受ける職員
＝12月25日，事務局大会議室
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国見岳の1等三角点

7
1等三角点めぐり�

国土地理院が，正確な日本地図を作成するために，三角関数による測

量を行った際の三角点がある。三角点には1等から4等までのランクが付

けられ，1等三角点は全国に969か所あり，小豆島産の花
か

崗
こう

岩
がん

を用いた18

㎝角で，山頂など眺望が良い場所に，先端部を15㎝ほど地表に露出して

埋設されている。

山登りの手始めに北陸三県の1等三角点32か所を足掛け8年で踏破し

た。ちなみに標高が一番高い場所は立山，一番低い場所は金沢市立緑小

学校内であった。踏破が困難だったのは，能登半島の七ッ島に点在して

いる大島と御廚島
みくりやじま

で漁船に乗せてもらって踏むことができた。

石川県内の1等三角点埋設場所は，上記のほか白山，富
ふ

士
じ

写
しゃ

ヶ
が

岳
だけ

，大

笠山，清水山，医王山，宝達山，蔵
ざ

王
おう

山
やま

，遍照岳
へんしょがだけ

，河内岳，沖波山，三
さん

蛇
じゃ

山
やま

，鉢伏山，宝立山
ほうりゅうざん

，舳倉島の17か所である。

宮崎幸一（教育学部附属学校）

このコーナーは，皆さんの趣味や熱中していること
などを紹介するコーナーです。いろいろな作品や季節
感あふれる話題などをお寄せください。いつでも撮影
に出向きます。

12月17日，本学は，17番目の大学間交流協定校としてユバス

キュラ大学（フィンランド）と協定を締結した。

フィンランド大使館で行われた調印式には，本学から岡田晃

学長，ユバスキュラ大学からアイノ・サリネン学長が出席し，

なごやかな雰囲気のうちに協定が締結された。

同校はエラスムス計画（EUの学生交流計画）に積極的に参加し

ており，この点で今後の研究者・留学生の交流に大きな関心が

寄せられている。

締結後握手を交わす両大学の学長
＝12月17日，フィンランド大使館（東京）で

フィンランド�
ユバスキュラ大学と大学間交流協定を締結!
フィンランド�
ユバスキュラ大学と大学間交流協定を締結!

「児童文化部」劇を披露
（記事は6ページ）

子供たちを喜ばせた児童文化部の劇
＝12月23日，長田町児童会館で


